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誘導路の役割

Â 航空機を誘導

Â 幹線を敷設



連絡誘導路 構造種別連絡誘導路 構造種別
連絡誘導路桟橋部 連絡誘導路橋梁部
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保安道路部



橋梁部構造図橋梁部構造図

接続部

2@70.00=140.00

継手部 継手部

620.90

11.50

桟橋部 350.46 橋梁部 258.72

12.5017@15.00=255.00 44.00 44.00 1.70

1.35

27.67
（4径間連続桁橋）

（渡り桁）12.70

37.5020.00

15.00
10.50
4.18

3@13.60

=40.80

現
空
港

新
滑
走
路

桟橋部 橋梁部

アスファルト舗装 t=200mm

合成床版 t=370mm ハンチ高 100mm 合成床版 t=320mm合成床版 t=320mm

16@3750=60000

63000

3000015000 15000

ショルダー 誘導路 ショルダー

63000

1500 1500

1.0% 1.0%

L.W.L

4径間連続桁 渡り桁

上部構造：
合成桁
（合成床版＋鋼製桁）

下部構造：
ジャケット＋杭



鋼・コンクリート合成床版鋼・コンクリート合成床版

コンクリート：370mm厚

（底鋼板：8mm厚）



上部桁の配置上部桁の配置



ジャケット式橋脚ジャケット式橋脚

P2橋脚



構造上の特徴構造上の特徴
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地震時慣性力
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・水平力に対してせん断

　抵抗する。

・上部工荷重を①③通り

　に伝達する。

 

(a) 常時荷重 （b）地震時荷重



耐震解析モデル（単体）耐震解析モデル（単体）
 



耐震解析モデル（上下部一体）耐震解析モデル（上下部一体）

 
P1 P2

P3 P4



補正439gal（八戸波）
～橋軸直角方向～
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ＦＥＭ解析に基づく
詳細な疲労照査

ＦＥＭ解析に基づく
詳細な疲労照査
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支承受梁



防食基本仕様防食基本仕様

Â海上大気部： C-4系塗装
Â飛沫～干満帯： 耐海水性ｽﾃﾝﾚｽﾗｲﾆﾝｸﾞ

Â海中～土中部： 電気防食

Â上部構造： ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄによる内部空間
D-4系塗装＋除湿管理

→ LCC最小化



除湿システム除湿システム

除湿機 ブロワ ダクト 横桁 

フィルター 
除湿機からの

乾燥空気 

湿潤空気の 
排気 



空調シミュレーション
（3次元数値流体解析）

空調シミュレーション
（3次元数値流体解析）
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